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当社のSAF事業の取組方針

• 営業本部横断で、当社の独自性を活かしSAF事業の創造に取組中｡

• 商業化実績のあるHEFA法でタイ、米国の２地域での製造事業を推進し、CORSIAが求めるGHG
削減もしくはオフセットにより市場から期待されるSAF供給に対応｡

• Alcohol to Jet(ATJ)及びPower to Liquid(PTL)でのSAF製造の可能性も調査することで、2030
年以降の中長期での持続的な供給体制確立を目指す。
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SAF案件のご紹介 タイ案件

• タイ最大手石油精製メーカーであるPTTグループと商業運転の実績あるHEFA法でのSAF製造を推進する。

• 日タイ両国におけるSAF安定供給に貢献すること、脱炭素化に向けた二国間連携促進を企図する。
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SAF案件のご紹介 豪州案件
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• 合成燃料製造の適地と考えられる豪QLD州にて、合成燃料由来のSAF(e-fuel SAF)の事業化を検討中。

• 日豪企業連携でSAFを製造、安定供給し国際航空セクター、及び、日豪両国の脱炭素化に貢献する。

（2023年3月 AZEC MOUリスト）



政府に対する要望事項（官民協議会で議論させていただきたい事項）

・本邦企業が出資参画する海外SAF製造事業のCAPEXへの補助・支援。

・本邦SAF使用企業へのSAF利用に対する補助・支援。

・SAF価格の安定化・競争力維持を目的とした化石ジェット燃料との値差に対する支援。

・副生するバイオナフサの利用に対する制度設計。（マスバランスを広めるための制度設計）
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ビジネスジェット事業において国産SAFを
使用した初の国際線フライトを実施
(2022年10月) 

脱炭素社会の実現に向けてZIPAIRに
カーボンクレジットを供給(2023年2月) 

米BETA Technologiesと日本国内における次世代エアモビリテ
ィ（AAM）市場の構築を目指す～ eVTOL最大級の航続距離と
積載重量を有するALIA-250を開発～ (2022年9月)

米国・Universal Hydrogen社への出資を
通じ、航空機用水素燃料事業へ参画
(2021年4月) 

ボーイング社と航空分野でのサステナビリティの実現と次世代
エアモビリティの推進に関する覚書を締結
～ 2050年カーボンニュートラルに向けたパートナーシップを構築～
(2022年8月) 

（ご参考）当社の航空業界の脱炭素化に貢献する取り組み




